危険性又は有害性の調査書（リスクアセスメントシート）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記入例）
	評価実施日
	
	評価

レベル
	改善前
	改善後
	
	社長
	専務
	社員
	作成者

	改善前
	令和５年６月25日
	
	
	Ⅴ
	Ⅱ
	
	 eq \o\ac(○,印)
	 eq \o\ac(○,印)
	 eq \o\ac(○,印)　 eq \o\ac(○,印)　 eq \o\ac(○,印)
	 eq \o\ac(○,印)

	改善後
	令和５年７月５日
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　レベルⅡ以下までリスクを下げる
	評価実施日
	５年７月５日
	評価者
	代表取締役　　安全一郎
	記録者
	専務取締役　　安全次郎

	評価場所
（作業方法）

（被災状況）
	令和５年６月25日に事故発生。工場内において、製品を製造するための部材を両手で持って移動中、床面で足元が滑り転倒、左手、胸部と左足を負傷した。
ケガの程度（左手前腕部骨折、胸部打撲、左足脛骨骨折、休業見込み2ヶ月）

	危険箇所（作業）
	作業場所等の状況
	対策内容
	　　　リスク評価
	対策日
	備　　考

(改善に必要な用具や費用等)

	
	
	
	
	作業頻度
	ケガの程度
	評価レベル
	
	

	・部材を両手で持っての移動作業
・濡れていた床面。
	・通常は台車を使用しているが、数量が少なかったため、両手で持って（抱えて）移動した。
・両手で抱えて移動したため、前がやや見えづらい状況であった。

・安全靴を履いていたが、床面が少し濡れていて滑りやすい状態であった。
・雇い入れ後３ケ月で、教育が不足していた。
	・数量が少なくとも必ず台車を使用する。
・床面が濡れている場合には、すぐに水分を除去する。
・表示を行い注意喚起する。
・関係労働者に再度安全衛生教育を実施し周知徹底する。
	改善前
	頻繁

（毎日）
	重傷
	
	５年

７月５日
	掃除用具の追加購入
注意表示板の購入（作成）
（○○○円）

	
	
	
	改善後
	頻繁

（毎日）
	すり傷
	
	
	


	評価レベル
	
	評価

レベル
	危険度
	改善の優先度
	
	総　　評

	作業頻度

（　）は目安

ケガの程度
	まれに
（年数回）
	たまに
（月毎）
	時　々
（週毎）
	頻　繁
（毎日）
	
	
	
	
	
	・運ぶ材料が少なかったため、台車を使用せず安易に両手で持って移動した。
・工場内を点検し、濡れている箇所、段差のある箇所、整理整頓されていない箇所、照明が不十分な箇所等転倒災害のおそれのある箇所をチェックし、改善する。
（掃除用具については追加購入。注意表示板も購入し掲示）

・冬期間には特に転倒のおそれがあるため、注意喚起する。

・作業員の履物にも留意し、すり減った靴がないか定期的に確認させる。
・労働者に定期的に繰り返し教育・指示を行う。

	
	
	
	
	
	
	↓
	
	
	
	

	すり傷（通院無し）
	Ⅰ
	Ⅰ
	Ⅱ
	Ⅱ
	
	Ⅴ
	高
	改善するまで作業停止
	
	

	軽傷（通院のみ）
	Ⅰ
	Ⅱ
	Ⅲ
	Ⅲ
	
	Ⅳ
	
	
	
	

	中傷(休業２ヶ月未満)
	Ⅱ
	Ⅲ
	Ⅳ
	Ⅳ
	
	Ⅲ
	中
	改善するまで作業停止が望ましい
	
	

	重傷(休業２ヶ月以上,又は障害あり)
	Ⅲ
	Ⅳ
	Ⅴ
	Ⅴ
	
	Ⅱ
	低
	状況に応じて改善を行う。
	
	

	死亡
	Ⅳ
	Ⅴ
	Ⅴ
	Ⅴ
	
	Ⅰ
	
	
	
	


· 青文字の部分を記入して下さい。
危険性又は有害性の調査書（リスクアセスメントシート）

	評価実施日
	
	評価

レベル
	改善前
	改善後
	
	代表者
	
	
	作成者

	改善前
	年　　月　　日
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	改善後
	年　　月　　日
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　レベルⅡ以下までリスクを下げる
	評価実施日
	年　　月　　日
	評価者
	
	記録者
	

	評価場所
（作業方法）

（被災状況）
	

	危険箇所（作業）
	作業場所等の状況
	対策内容
	リスク評価
	対策日
	備　　考
(改善に必要な用具や費用等)

	
	
	
	
	作業頻度
	ケガの程度
	評価レベル
	
	

	
	
	
	改善前
	
	
	
	
	

	
	
	
	改善後
	
	
	
	
	


	評価レベル
	
	評価

レベル

↓
	危険度
	改善の優先度
	
	総　　評

	作業頻度

（　）は目安

ケガの程度
	まれに
（年数回）
	たまに
（月毎）
	時　々
（週毎）
	頻　繁
（毎日）
	
	
	
	
	
	

	すり傷（通院無し）
	Ⅰ
	Ⅰ
	Ⅱ
	Ⅱ
	
	Ⅴ
	高
	改善するまで作業停止
	
	

	軽傷（通院のみ）
	Ⅰ
	Ⅱ
	Ⅲ
	Ⅲ
	
	Ⅳ
	
	
	
	

	中傷(休業２ヶ月未満)
	Ⅱ
	Ⅲ
	Ⅳ
	Ⅳ
	
	Ⅲ
	中
	改善するまで作業停止が望ましい
	
	

	重傷(休業２ヶ月以上,又は障害あり)
	Ⅲ
	Ⅳ
	Ⅴ
	Ⅴ
	
	Ⅱ
	低
	状況に応じて改善を行う。
	
	

	死亡
	Ⅳ
	Ⅴ
	Ⅴ
	Ⅴ
	
	Ⅰ
	
	
	
	


（記入例を参考にしてください）
なるべく関係労働者全員に確認してもらうようにする。





災害発生日





この欄は、矢印の評価レベルの一覧表から選んで記入して下さい。





Ⅴ





Ⅱ





事業者職氏名


（有）安全製作所　　代表取締役　安全一郎　　� eq \o\ac(○,印)�





事業者職氏名


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　� eq \o\ac(○,印)�








